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自転車には車道の左側走行が義務付けられて
いますが、道路の左端の現状は、必ずしも自転車
にとって安全とは言えません。その上に、大型車
両の後方からの接近で危険度は増します。産業
交通水道委員会で、市バスに「バスが接近してい
ます」との音声通知装置を設置し、危険を少しで
も回避するよう求めました。

バス接近の音声通知で危険回避を　

豊園、永松、有隣、開智の4学区のみなさんを
対象に月一回取り組んでいる「ざっくばらん懇談
会」。急増する民泊問題が大きな関心事になって
います。地域は京都市の中心地。商業施設、飲
食店も多く、外国人観光客が急増中です。「近所
に民泊ができそうだ」「どのように対応したらいい
のか」「問い合わせようにもオーナーがわからな
い」など相次ぐ質問。
懇談会では、京都市への問い合わせ方法、住

民運動の取り組み方など、丁寧な説明を行ってい
ます。

下京区東部の幹線道路に接する地域では、高
層ホテルの建設ラッシュです。プライバシー保護、
日照問題など住環境に与える心配の声が出され
ています。建築基準法、旅館業法、消防法など
の説明とともに、京都市中高層条例に基づき日常
生活への影響回避の方法など、現場調査、協定
書づくりのアドバイスを行っています。
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ホテル建設ラッシュ　住環境守りたい

ご
あ
い
さ
つ

山
中　
渡


